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平成30年度の介護保険改正に伴い、
老人保健施設が日々取り組んでいる
在宅復帰やベッド回転率など10項
目の指標により、施設が評価される
ようになりました。
老人保健施設やすらぎは、平成30
年9月より「在宅強化型」（5段階
評価の上から2番目のカテゴリー）
へ移行しました！今後ますますの施
設機能を充実させ、更なる頂（いた
だき）を目指して参ります！

在宅強化型施設への移行
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転倒予防の講演開催
～地域貢献活動～

地域に開かれた施設を目指して地
域への貢献活動を実施しておりま
す。本年度は施設が所在している
奥町連区の住民向けに転倒予防の
講演を実施しました。参加者は約
100名。入所者のみならず地域の
方の介護予防にも貢献をしていき
たいと考えております。

｢職員の質｣の向上を目指して
職員研修“基礎研修･マナー講習”受講

職員の質向上を目指し、定期的
に施設内研修を実施しておりま
す。職員ひとり一人が施設の現
状を理解し日々の業務にあたる
ことがこれからは求められてい
きます。8月は外部講師を招き
マナー講習を受講しました。

老人保健施設やすらぎ

一宮市奥町字下口西74-1
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訪問看護ステーションやすらぎ
介護保険相談センターやすらぎ
ヘルパーステーションやすらぎ
一宮市地域包括支援センターやすらぎ
介護保険相談センターあゆむ
リハカフェデイサービスあゆむ
訪問看護ステーションびさい
介護保険相談センターびさい

61-3033
61-7020
80-8008
61-3350
80-1039
80-0918
62-2225
62-1631

排せつ支援加算、
褥瘡マネジメント加算
算定に向けて
各種委員会メンバ
ーで意見を出し合
い、改めて排泄介
助や褥瘡予防につ
いて共通理解を深
めていきました。
普段から行っていることのシステム化
を図ることで施設として一定の水準を
確保し、より個別の支援に力を入れる
ことができる結果となりました。


